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令和 3 年 3 月

令和 8 年 3 月

令和 3 年度 令和 12 年度

１．事業概要

（１）

①

人

年

㎡ 台

職 員 数

41

事 業 名 ： 駐車場事業

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

非適用
法適（全部適用・一部適用）
非 適 の 区 分

平成18年度から指定管理者制度導入
令和3年度から指定管理者制度（利用料金制）を採用

令和3年度からPFI法に基づく事業（以下「PFI事業」という。）として、指定管理
者を兼ねる選定事業者（以下「選定事業者」という。）が大規模修繕及び維持
管理運営を行っている。

 ア　民間委託

建設後（建替後）の経過年
数

青森県営駐車場（以下「県営駐車場」という。）は、青森市中心地区における交通の輻輳化、道路混雑の激化及び駐車需要
の増大に対処することを目的として、青森県営柳町駐車場（以下「柳町駐車場」という。また、あわせて「両駐車場」という。）
は、都市計画道路中央大通り荒川線における駐車需要の増大に対処することを目的として整備され、周辺商店街への買い
物客や通勤など多くの県民に利用されている。

〇両駐車場の立地

改 定 日 ：

1

5,974 510

構 造 立体式

駐 車 場 使 用 面 積 収 容 台 数

入 出 場 可 能 時 間 7:00～22:00

種 類 都市計画駐車場

青森県営駐車場

駐車場事業経営戦略

事　業　形　態

事 業 開 始 年 月 日 昭和59年10月1日

施 設 名

県営駐車場

立 地 商業施設

団 体 名 ： 青森県

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ

民 間 活 用 の 状 況  イ　指定管理者制度
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② 料　金　形　態

月曜日から金曜日まで（休日を除く） 30分までにつき110円、その後30分までごとに100円

土曜日、日曜日及び 2時間まで 30分までにつき110円、その後30分までごとに100円

休日 2時間を超える場合 5時間までごとに500円

午後9時から翌日の午前7時30分まで 一夜につき550円

全日使用 月額27,500円

月額16,500円

（２）

①

年

㎡ 台

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

法適（全部適用・一部適用）
非 適 の 区 分 非適用 事 業 開 始 年 月 日

駐 車 場 使 用 面 積 2,620 収 容 台 数

金額（１台につき）区分

種 類 都市計画駐車場 構 造 地下式

立 地 その他
建設後（建替後）の経過年

数
28

※　選定事業者は、表の料金の範囲内で料金を設定することとしている。

月ぎめ料金

事　業　形　態

青森県営柳町駐車場

令和3年4月1日

柳町駐車場

※　時間決め料金については、料金の2分の1（10円未満切上げ）を減免する障がい者割引がある。

日曜、休日以外の午前7時から午後10時まで

※　休日は、国民の祝日に関する法律に規定する休日をいう。

191

0　　人
（県営駐車場と兼任）

（5時間に満たない端数が2時間を超えない場合、その端数部分は
30分100円）

職 員 数 施 設 名

平成9年4月1日

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ
令和3年度からPFI事業として、選定事業者が大規模修繕及び維持管理運営
を行っている。

普通料金

入 出 場 可 能 時 間 7:00～翌2:00

民 間 活 用 の 状 況
平成18年度から指定管理者制度導入
令和3年度から指定管理者制度（利用料金制）を採用

 イ　指定管理者制度

 ア　民間委託
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② 料　金　形　態

普通料金 一般駐車 1時間までにつき210円、その後30分までごとに100円

午後6時から午前2時の間は、1,000円が限度

夜間駐車 午後6時から翌朝9時まで1,000円

夜間駐車後 30分までごとに100円

午後6時まで１日につき1,800円

全日（午前0時から午後12時まで） 月額27,500円

昼間（午前7時から午後10時まで） 月額16,500円（日曜、休日を除く）

夜間（午後6時から午前9時まで） 月額13,600円

（３） 現在の経営状況

２．将来の事業環境

（１）

月ぎめ料金

令和3年4月1日

駐車場需要の見通し

・過去5年間（令和2年度～令和6年度）の利用台数は、両駐車場とも定期利用台数は上限台数に対してほぼ満車で推移しており、
時間決め利用台数は、柳町駐車場で令和2年度に新型コロナウイルス感染拡大の影響による利用者の減少後、回復傾向である。
・定期利用台数については、引き続き自動車通勤者の需要が見込まれることから、今後も横ばい状態で推移すると考えられる。

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

区分 金額（１台につき）

※　時間決め料金については、料金の2分の1（10円未満切上げ）を減免する障がい者割引がある。

※　休日は、国民の祝日に関する法律に規定する休日をいう。

※　選定事業者は、表の料金の範囲内で料金を設定することとしている。

・両駐車場とも、PFI事業により選定事業者が駐車場の料金収入を原資に大規模修繕及び維持管理・運営を行っている。
・県は公用車等の使用料及び令和8度からは選定事業者からの固定納付金を主な収入とし、職員１名の人件費及びその他の施設
の修繕経費に充てている。
・駐車場事業は、独立採算を基本として運営しており、詳細は別紙の令和6年度決算の経営比較分析表を参照。
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（２）

（３）

３．経営の基本方針

・令和2年度に新型コロナウイルス感染拡大の影響で減収となったが、徐々に回復している。
・料金収入のうち定期利用料金収入については、引き続き自動車通勤者の需要が見込まれ、時間決め料金収入については、近隣
に民間駐車場が多数点在しているため競争が激化しているが、屋内駐車場であるため、特に冬季間に安定した需要が見込まれる
ことから、今後も横ばい状態で推移すると考えられる。

施設の見通し

〇計画期間
・令和3年度（2021年度）から令和12年度（2030年度）までの10年間を取組期間とする。
・引き続き適切な施設の維持管理や修繕・更新を進めていくために、中長期的な視野に基づいた計画的な経営を行うため改定した
もので、当初の計画期間のうち残りの5年間の計画内容の見直しとしている。

〇基本方針
・県営駐車場は、青森市中心地区における交通の輻轃化、道路混雑及び駐車需要に対処することを目的とし、また、柳町駐車場
は都市計画道路中央大通り荒川線における駐車需要に対処することを目的とし、併せて青森市中心市街地活性化に寄与する。
・長期的な収入及び施設修繕の見通し等を踏まえ、令和3年度からＰＦＩ事業を実施し、効率的・効果的な駐車場事業運営を進めて
いる。

・両駐車場を定期的にメンテナンスし、耐用年数まで良好に使用することを目的に平成28年度に長期保全計画を策定し、計画的に
修繕を進めてきたが、今後、エレベーター更新等が必要であり、老朽化の進行を踏まえ、令和8年度に長期保全計画の改定を予定
している。
・令和3年度からPFI事業を導入し、選定事業者が料金収入を原資として大規模修繕等を行い、効率的・効果的な事業の実施を進
め、経費の圧縮を図ることとしている。
・平成28年に策定した長期保全計画を基づき公募時に提示した大規模修繕以外の修繕については、引き続き県が行う。

料金収入の見通し
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４．投資・財政計画（収支計画）

（１） 投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

（２） 投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

５．公営企業として実施する必要性など

６．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

経営戦略の事後検証、
改 定 等 に 関 す る 事 項

モニタリング基本計画により県と選定事業者が定期的に事業内容の進捗確認を行うほか、令和12
年度に経営戦略の改定を行う。

事業の意義、提供する
サービス自体の必要性

・県営駐車場
青森市中心地区における交通の輻轃化、道路混雑及び駐車需要に対処する。
・柳町駐車場
都市計画道路中央大通り荒川線における駐車需要に対処する。

公営企業として実施す
る 必 要 性

都市計画駐車場として、中心市街地活性化に寄与する。

・令和3年度からＰＦＩ事業により選定事業者が料金収入で維持管理・運営し、県の収支規模が大幅に縮小している。
・収支計画では、主に人件費を計上している。
・選定事業者の提案により、照明のLED化及び人感センサーによる自動点灯で光熱水費を削減させる。
・両駐車場の光熱水費削減等により、選定事業者の剰余金が増加した場合、一定の割合を変動納付金として県へ納めることとし
ている。

・令和8年度に両駐車場の長期保全計画の改定業務（約6,000千円）を見込んでいる。
・今後、県営駐車場は、耐火被覆補修工事（約110,000千円）、柳町駐車場は、エレベーター改修工事（約45,000千円）が必要と見込
まれており、その他の修繕を含め、改定後の長期保全計画に基づき、計画的・効果的に修繕を行う。
・PFI事業により、令和3年度から令和12年度の10年間で、選定事業者が外壁工事、電気設備改修工事等を実施する。
・その他、選定事業者の提案により、Wi-Fi環境の整備等を実施する。

・料金収入は令和3年度から利用料金制を採用しており、駐車料金収入は選定事業者の収入となる。
・県は、公用車等の使用料及び選定事業者からの納付金が主な収入となる。
・県は、選定事業者からの固定納付金として令和8年度から令和12年度までの間に30,000千円を受け取ることとなっている。
・選定事業者の提案により、ホームページにおける空車状況の情報提供、Wi-Fi環境の整備等を実施し、利用者の利便性向上を図
り、駐車料金収入を増加させる。

5 



経営比較分析表（令和6年度決算）
青森県　県営駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例
当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ１Ｂ２ 非設置 公共施設 無 5,974 ■

利用料金制 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
　青森県営駐車場は、510台という駐車枠を活かし
①収益的収支比率が100％を超え、黒字事業として
運営しており、②他会計補助金比率及び③駐車台数
一台当たりの他会計補助金額のとおり、他会計補助
金に頼らず運営している。

 ※令和３年度からＰＦＩ事業を実施しているが、
令和３年度はＰＦＩ事業を除いた数値で計上し、令
和４年度以降は県とＰＦＩ事業者の合算値で計上し
ている。

R02 R03

該当数値なし 都市計画駐車場 届出駐車場 立体式 41 510 210

R06R05 R06 R02 R03 R04 R05R04 R05 R06 R02 R03 R04

38.8 38.6 35.9 2. 資産等の状況について当該値 36.1 17.8166.0 124.7 当該値 0.0 0.0

平均値 166.4 177.9 183.3 186.3 194.5

0.0 0.0 0.0当該値 136.5 372.4 193.5

R04

　青森県営駐車場は築41年を迎えており、老朽化へ
の対応として、ＰＦＩ事業にて大規模修繕を実施す
ることとしている。

3. 利用の状況について
　収容台数に対する一日当たり平均駐車台数の割合
である⑪稼働率については平均を下回る低い数字で
あるが、これは、駐車台数の集計を定期券利用者を
除いた時間極め利用者のみとしており、駐車時間が
長い定期券利用者が多く、駐車時間の短い時間極め
利用者が少ないためである。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 140.3 147.3 162.9 161.7 166.4平均値 9.9 5.1 5.6 7.6 6.5

R05R05 R06 R02 R03 R04

29,666 59,941 49,003 24,61116.6 当該値 27,922

R06

平均値 260 15,564 28 23 37

74.9 49.5 39.4当該値 0 0 0 0 0 当該値 30.3

平均値 13,494 17,746 17,293 18,662 18,024平均値 △15.8 5.0 18.4 6.9 12.2

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　青森県営駐車場は、駐車料金収入の減少や施設の
老朽化へ対応するため、令和３年度から青森県営柳
町駐車場と併せて大規模修繕、施設の維持管理及び
運営を一体的に行うＰＦＩ事業を実施している。
　管理運営主体は民間事業者となるため、県では、
業務の要求水準を安定的に充足できていることを確
認するため、モニタリング等を実施し、引き続き経
営改善に努めるものである。

157,387

⑧設備投資見込額(千円)

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06R06

0

R02 R03 R04 R05

当該値    0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

93.0 141.1 333.3 368.1    平均値 69.3
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77.3 51.8 45.3 30.0    平均値 88.0

  0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　青森県営柳町駐車場は、駐車料金収入の減少や施
設の老朽化へ対応するため、令和３年度から青森県
営駐車場と併せて大規模修繕、施設の維持管理及び
運営を一体的に行うＰＦＩ事業を実施している。
　管理運営主体は民間事業者となるため、県では、
業務の要求水準を安定的に充足できていることを確
認するため、モニタリング等を実施し、引き続き経
営改善に努めるものである。

0

⑧設備投資見込額(千円)

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06R06

0

R02 R03 R04 R05

当該値  

平均値 4,836 37,213 17,293 15,316 8,831平均値 △81.0 △25.1 △18.0 △20.7 △20.0平均値 654 2,466 58 49 25

0.0 12.3 15.8当該値 0 0 0 0 0 当該値 6.8

R05 R06 R02 R03 R04

5,076 7,275 10,121 15,28218.3 当該値 3,643

R06R04

　青森県営柳町駐車場は、築28年を迎えており、老
朽化への対応として、ＰＦＩ事業にて大規模修繕を
実施することとしている。

3. 利用の状況について
　収容台数に対する一日当たり平均駐車台数の割合
である⑪稼働率については平均を下回る低い数字で
あるが、これは、駐車台数の集計を定期券利用者を
除いた時間極め利用者のみとしており、駐車時間が
長い定期券利用者が多く、駐車時間の短い時間極め
利用者が少ないためである。

※集計方法について
　令和３年度分に関しては、ＰＦＩ事業分を除いた
数値で計上したため、稼働率は0となっている。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 153.8 163.5 178.3 181.9 184.5平均値 10.1 8.6 7.6 6.6 5.6

R05

平均値 111.3 158.8 120.9 123.1 116.0

0.0 0.0 0.0当該値 107.7 306.7 115.4

R05 R06 R02 R03 R04

50.8 53.9 56.0 2. 資産等の状況について当該値 42.9 0.0121.8 131.3 当該値 0.0 0.0

利用料金制 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
　青森県営柳町駐車場は、平成28年度を以て起債償
還を満了していることから、①収益的収支比率が
100％を超え、収支は黒字となっている。
　また、②他会計補助金比率及び③駐車台数一台当
たりの他会計補助金額のとおり、他会計補助金に頼
らず運営している。

※令和３年度からＰＦＩ事業を実施しているが、令
和３年度はＰＦＩ事業を除いた数値で計上し、令和
４年度以降は県とＰＦＩ事業者の合算値で計上して
いる。

R02 R03

該当数値なし 都市計画駐車場 届出駐車場 地下式 28 191 210

R06R05 R06 R02 R03 R04 R05R04

当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ１ 非設置 商業施設 無 2,620 ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
青森県　県営柳町駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例
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様式第2号（法非適用企業） 投資・財政計画
（収支計画）

駐車場事業 （単位：千円，％）

年　　　　　　度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ）
決 算
見 込

1 (A) 167,095 155,570 48,088 37,386 35,371 33,172 32,577 34,274 34,274 35,314 35,314 35,314

（１） (B) 163,136 151,174 30,297 30,957 29,637 29,637 29,306 28,595 28,595 24,635 24,635 24,635

ア 163,136 151,174 30,297 30,957 29,637 29,637 29,306 28,595 28,595 24,635 24,635 24,635

イ (C)

ウ

（２） 3,959 4,396 17,791 6,429 5,734 3,535 3,271 5,679 5,679 10,679 10,679 10,679

ア

イ 3,959 4,396 17,791 6,429 5,734 3,535 3,271 5,679 5,679 10,679 10,679 10,679

２ (D) 96,315 124,005 13,346 19,890 11,569 12,494 12,157 12,975 10,275 10,315 10,315 10,315

（１） 89,502 117,382 10,014 15,620 10,351 9,824 10,141 9,996 9,387 9,427 9,427 9,427

ア 3,860 6,328 7,580 7,733 7,778 8,936 9,165 8,905 8,000 8,000 8,000 8,000

イ 85,642 111,054 2,434 7,887 2,573 888 976 1,091 1,387 1,427 1,427 1,427

（２） 6,813 6,623 3,332 4,270 1,218 2,670 2,016 2,979 888 888 888 888

ア

イ 6,813 6,623 3,332 4,270 1,218 2,670 2,016 2,964 888 888 888 888

３ (E) 70,780 31,565 34,742 17,496 23,802 20,678 20,420 21,299 23,999 24,999 24,999 24,999

1 (F) 20,000

（１）

（２）

（３） 20,000

（４）

（５）

（６）

（７）

２ (G) 71,122 29,778 25,797 35,423 25,917 21,078 20,473 21,300 24,000 45,000 25,000 25,000

（１） 2,475 21,912 2,695 10,120 6,501 12,618 14,501 20,728 24,000 45,000 25,000 25,000

（２） (H)

（３）

（４） 68,647 7,866 23,102 25,303 19,416 8,460 5,972 572

（５）

３ (I) △ 71,122 △ 29,778 △ 25,797 △ 35,423 △ 25,917 △ 21,078 △ 20,473 △ 21,300 △ 24,000 △ 25,000 △ 25,000 △ 25,000

R12

収
　
益
　
的
　
収
　
支

収
益
的
収
入

総 収 益

営 業 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

R8

収
益
的
支
出

総 費 用

営 業 費 用

職 員 給 与 費

う ち 退 職 手 当

そ の 他

R9 R10 R11

営 業 外 費 用

支 払 利 息

う ち 一 時 借 入 金 利 息

そ の 他

収 支 差 引 (A)-(D)

そ の 他

営 業 外 収 益

他 会 計 繰 入 金

そ の 他

資
　
本
　
的
　
収
　
支

資
本
的
収
入

資 本 的 収 入

地 方 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 補 助 金

他 会 計 借 入 金

固 定 資 産 売 却 代 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

工 事 負 担 金

収 支 差 引 (F)-(G)

そ の 他

資
本
的
支
出

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

地 方 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

他 会 計 へ の 繰 出 金

そ の 他



様式第2号（法非適用企業） 投資・財政計画
（収支計画）

駐車場事業 （単位：千円，％）

年　　　　　　度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ）
決 算
見 込

R12R8 R9 R10 R11

(J) △ 342 1,787 8,945 △ 17,927 △ 2,115 △ 400 △ 53 △ 1 △ 1 △ 1 △ 1 △ 1

(K)

(L) 10,106 9,764 11,551 20,496 2,568 453 53 1 1 1 1 1

(M)

(N) 9,764 11,551 20,496 2,569 453 53

(O) 8,682 6,528 15,519

(P) 1,082 5,023 4,977 2,569 453 53

(Q)
(Q)

(B)-(C)
(A)

(D)+(H)

(S) 163,136 151,174 30,297 30,957 29,637 29,637 29,306 28,595 28,595 24,635 24,635 24,635

（T)

(U)

(V)

(W)

(X)

○他会計繰入金 （単位：千円）

年　　　　　度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ）
決 算
見 込

収 支 再 差 引 (E)+(I)

積 立 金

前年度からの繰越金

前 年 度 繰 上 充 用 金

形 式 収 支 (J)-(K)+(L)-(M)

翌 年 度 へ 繰 り 越 す べ き 財 源

実 質 収 支 黒 字

(N)-(O) 赤 字

収 益 的 収 支 比 率 （ ×100 ）

赤 字 比 率 （ ×100 ）

地方財政法施行令第16条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

(R)

健全化法施行令第16条により算定した
資 金 の 不 足 額
健全化法施行規則第６条に規定する
解 消 可 能 資 金 不 足 額
健全化法施行令第17条により算定した
事 業 の 規 模
健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（T）/（V）×100)

R9 R10

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (B)-(C)
地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

((R)/(S)×100)

R11 R12

他 会 計 借 入 金 残 高

地 方 債 残 高

合 計

収 益 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

R8


